
令和８年度 第１回川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会 

 
日時：令和８年６月２６日(金) 10：00～11：30 

場所：川崎区役所１２階会議室 

 

１ 開会 

 

２ 議事 

（１）川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会設置要綱について 資料１ 

（２）令和７年度帰宅困難者対策訓練の振返りについて 資料２ 

（３）川崎駅周辺の災害時における行動ルールの修正について 資料３－１、３－２ 

（４）「帰宅困難者向け防災必携マニュアル」について 資料４－１、４－２ 

 

３ その他 

（１）令和８年度川崎駅周辺帰宅困難者対策訓練について 

（２）情報共有・意見交換について 

 

４ 閉会 

 

 
 
 

 【配布資料】 

資料１   川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会設置要綱について 

資料２   令和７年度帰宅困難者対策訓練の振返りについて 

資料３－１  川崎駅周辺の災害時における行動ルール更新版 

資料３－２ 川崎駅周辺の災害時における行動ルール修正事項 

資料４－１ 「帰宅困難者向け防災必携マニュアル」更新版（令和８年３月発行） 

資料４－２ 「帰宅困難者向け防災必携マニュアル」修正事項 

 



川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会設置要綱 
（目的） 

第１条 この要綱は、大規模地震等が発生した場合の川崎駅周辺における滞留者による混乱の抑制に向けた官民

の連携強化の場として設置する川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会（以下「協議会」という。）の組織及び運営

について必要な事項を定めるものとする。 
（協議事項） 

第２条 協議会は、次に掲げる事項を協議する。 
(１) 川崎駅周辺での災害時行動ルールの策定に関すること。 
(２) 川崎駅周辺での帰宅困難者等対策訓練の実施に関すること。 
(３) その他、川崎駅周辺帰宅困難者等対策に関すること 
（組織） 

第３条 協議会は、座長、副座長及び委員をもって組織する。 
２ 座長は１名、副座長は複数名とし、委員の互選により決定する。 
３ 座長に事故があるときは、座長があらかじめ指名する副座長がその職務を代理する。 
４ 委員は、別表に掲げる関係者及び座長が協議上必要と認めた者をもって充てる。 
（協議会） 

第４条 協議会は、必要に応じて座長が招集し、議長となる。 
２ 副座長は、座長を補佐し、座長に事故があるときは、その職務を代理する。 
３ 座長は、必要があると認めるときは、専門的知識を有する者又は関係職員の出席を求め、その説明又は意見

を聴くことができる。 
（代理出席） 
第５条 委員は、やむを得ない事情により会議に出席できないときは、代理者を出席させることができる。 
２ 前項の代理者は、委員とみなす。 
（部会） 

第６条 協議会には、座長が必要と認めた場合は部会を置くことができる。 
２ 部会員は、委員の属する機関の構成員、又は座長が指名するものとする。 
３ 部会には部会長を置くものとし、部会長は座長の指名により決定する。 
４ 部会は、部会長が招集する。 
５ 部会長に事故があるときは、部会に属する委員のうちから、部会長があらかじめ指名するものがその職務を

代理する。 
６ 部会長は、必要に応じて部会員以外のものの出席を求めることができる。 
（庶務） 

第７条 協議会の庶務は、危機管理本部、川崎区役所危機管理担当、幸区役所危機管理担当において処理する。 
（その他必要な事項） 

第８条 この要綱に定めるもののほか、協議会の運営に関し必要な事項は、協議会で定める。 
附 則 

この要綱は、平成２４年９月３日から施行する。 
   附 則 

この要綱は、平成２８年４月１日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和４年８月５日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和５年１１月１日から施行する。 

（案） 資料１



 附 則 

この要綱は、令和６年８月２７日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和７年６月２６日から施行する。 

 附 則 

この要綱は、令和８年６月２６日から施行する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会 委員名簿   

一時滞在施設については、指定後追加して行く。 

事務局 

危機管理本部危機対策担当 担当課長、担当係長、事務職員 

 川崎区役所危機管理担当 担当課長、担当係長、事務職員 

 幸区役所危機管理担当 担当課長、担当係長、事務職員 

1 

交通事業者 

東日本旅客鉄道株式会社横浜支社 鉄道事業部安全企画ユニット 

2 東日本旅客鉄道株式会社川崎駅 駅長 

3 京浜急行電鉄株式会社 総務課長 

4 京浜急行電鉄株式会社京急川崎駅 駅長 

5 川崎市交通局 運輸課長 

6 川崎鶴見臨港バス株式会社 経営管理部部長 

7 東急バス株式会社 東急バス高津営業所所長 

8 神奈川県タクシー協会 事務局長 

9 

一時滞在施設 

川崎市産業振興会館 (財)川崎市産業振興財団事業推進課長 

10 川崎市教育文化会館 川崎区役所生涯学習支援課長 

11 幸市民館 幸区役所生涯学習支援課長 

12 川崎アゼリア株式会社 経営企画・危機管理担当部長 

13 川崎日航ホテル 副総支配人 

14 JR東日本ホテルメッツ川崎 支配人 

15 ミューザ川崎管理事務所 所長 

16 川崎商工会議所（川崎フロンティアビル） 常務理事       

17 三井不動産商業マネジメント株式会社 ラゾーナ川崎プラザオペレーションセンター施設チーム 

18 京急川崎駅前ビル  

19 カルッツかわさき 館長 

20 川崎競輪場  

21 スペルノーヴァカワサキ  

22 Arena CITTA（株式会社 チッタ エンタテイメント）  

23 アパホテル（TKP京急川崎駅前）  

24 

警察 

川崎警察署 警備課長 

25 川崎臨港警察署 警備課長 

26 幸警察署 警備課長 

27 

商業施設等 

川崎駅広域商店街連合会 会長 

28 幸商店街連合会 会長 

29 川崎西口商店会 会長 

30 株式会社アトレ川崎店 副店長 

再掲 株式会社 チッタ エンタテイメント 総務・法務部長 

31 
 

 
 

関係 団体・
企業等 

 

 

 

 

川崎区自主防災組織連絡協議会 会長 

32 幸区自主防災連絡協議会 会長 

33 ＮＴＴ東日本株式会社 担当課長 
34 川崎信用金庫 リスク統括部長 

35 野村不動産株式会社 ラゾーナ川崎東芝ビル事務所所長 

36 三井不動産株式会社 商業施設運用部アセットマネジメントグループ統括 

37 キヤノン株式会社川崎事業所 川崎人事部長 

38 株式会社第一ビルディング ソリッドスクエアオフィス 所長 

39 住友不動産株式会社リバーク川崎ビル 資産開発事業部 

40 川崎地域連合 事務局長 

41 かわさき市民放送株式会社 総括部長 

42 YOU テレビ株式会社  

43 

川崎市 

危機管理本部危機対策部 部長 

44 こども未来局総務部庶務課危機管理担当 庶務課長 

45 環境局生活環境部収集計画課 課長 

46 健康福祉局総務部危機管理・災害福祉担当 担当課長 

47 まちづくり局拠点整備推進室 課長 

48 上下水道局総務部危機管理担当 担当課長 

再掲 交通局運輸課（川崎市交通局）   課長 

49 教育委員会事務局庶務課､指導課､健康教育課 課長等 

50 川崎区役所危機管理担当主管 副区長 

再掲 川崎区役所生涯学習支援課（川崎市教育文化会館）  課長 

51 川崎消防署 副署長 

52 臨港消防署 副署長 

53 幸区役所危機管理担当主管 副区長 

再掲 幸区役所生涯学習支援課（幸市民館）   課長 

54 幸消防署 副署長 

別表 



川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会設置要綱 新旧対照表 

改 正 案 現   行 

第１条～第８条 （略） 

 

第１条～第８条 （略） 

 

 



 

令和７年度川崎駅周辺帰宅困難者対策訓練の振返りについて 

 

本訓練は、大規模地震等発生時の川崎駅周辺における帰宅困難者による混乱

を抑制するために第１部と第２部の２度の想定を行い実施しました。 

第１部では巨大地震が発生したことを想定し、駅職員による駅滞留者対応、

一時滞在施設の開設、ＪＲ川崎駅、京急川崎駅及び各一時滞在施設の対応を確

認しました。 

第２部ではほぼ同域で２度目の大きな地震が発生したことから津波警報の発

令を受けことを想定し、一時滞在施設及び帰宅困難者の安全確認、避難者への

情報提供、駅滞留者の安全確保、各機関の情報共有を行い、区本部の情報収集

と運用能力の強化をはかりました。 

 

１ 訓練実施日 

  令和８年２月６日（金）１０：００～１１：１０ 

 

２ 実施場所 

ＪＲ川崎駅・京急川崎駅・各一時滞在施設・川崎市危機管理本部・川崎区

役所・幸区役所 

 

３ 訓練参加機関 

  【主要駅】ＪＲ川崎駅、京急川崎駅  

  【一時滞在施設】川崎地下街アゼリア、川崎日航ホテル、川崎商工会議所

（川崎フロンティアビル）、川崎市教育文化会館、京急

川崎駅前ビル、カルッツかわさき、川崎競輪場、ホテル

メッツ川崎、ミューザ川崎、ラゾーナ川崎プラザ、川崎

市産業振興会館、幸市民館、 

  【川崎市】川崎市危機管理本部、川崎区役所、幸区役所 

 

４ 訓練想定 

【第１部】 一時滞在施設の開設 

  想定：令和８年２月６日（金）９時００分に川崎市直下の地震（マグニチ

ュード 6.3）川崎区・幸区で最大震度６弱が発生した。 

  【第２部】 津波警報の発表  

  想定：１０時４０分、１回目の地震とほぼ同域で再び大きな地震が発生し

た。川崎区、幸区では震度７と推定され、同時刻に津波警報が発令

された。第１波の到達予想時刻は、１１時１０分頃とみられる。  

 

５ 訓練項目 

【各施設無線試験】  

【駅滞留者対応訓練】（ＪＲ川崎駅・京急川崎駅） 

【一時滞在施設開設訓練】（各一時滞在施設） 

【情報受伝達訓練】（鉄道事業者・各一時滞在施設・区役所） 

 

資料２



６ その他（アンケート結果等）  

（１）訓練時間 

ア 良い１０  
イ 長い４ 

（２）良かった点 

ア 実際に活動すると無線がうまく使用できないことがわかった。→多数 

イ 市職員の方と協議を行い、実際に災害が発生した際に一時滞在施設と

して注意すべき点や、準備しておく必要のある書類について確認するこ

とができた。 

ウ 余震があり、津波警報が発令されたという、前回とは違った想定があ

り良かったと思います。  
エ 無線交信の訓練を重点に実施したことで、咄嗟の対応（アドリブ）の

訓練になりました。 

（３）悪かった点 

ア 無線の通信不具合→多数  

イ 無線機が使えない場合の補助連絡手段（緊急連絡先）の共有を進める

ことを検討していただきたい。 

ウ 実際の行動がない割には、訓練時間が長いと感じられた。  
エ 電波状況の悪さから、訓練の進行状態がわからず、シミュレーション

にほとんど参加できなかったのは悔やまれる。 

オ シナリオが見にくかった。   
カ シナリオ中にある名称（例えば１ページ目６行目の「メリットをもっ

て＝無線を持って？」）の意味がわからなかった。誰でもわかる言葉に

していただかないと混乱の基になると感じました。 

キ 総合防災情報システムの入力内容も反映できない状況であったため、

本来の訓練の時間的な乖離の発生と本来期待される訓練成果に対して確

認ができない状況であった。 

（４）実施時期について  

ア 同時期→多数 

イ 人事異動のことを考えると年度の早目の方がよい。 

ウ ３月だと、こちらとしては参加しやすいです。  
（５）要望 

ア 帰宅困難者を送り出す側であるので、各受入施設を見学してみたい。 

イ 施設単独の災害ではなく、広域的な災害に対応する訓練なので、様々

な想定への対応や、指示命令系統の訓練が必要と思います。 

ウ マニュアルどおりに訓練を行うのは意味はあると思いますが、今回の

ように帰宅困難者一時滞在施設の開設時間について、実際に午前１０時

など午前中を想定していたが、帰宅困難であれば帰宅時間＝夕方になる

と考えるのが普通で、例えば市民等に部屋を貸している公共施設（教育

文化会館や市民館）を例に挙げると、仮に午前中に大災害が発生した場

合、まずは施設内職員や利用者の安全確保、次に利用者は帰宅していた

だく若しくは避難所へ向かっていただく。その後、施設内に利用者がい

なくなった状態で帰宅困難者一時滞在施設を開設するという流れになる

想定が自然なように考えていました。  災害は、予定通りに起こること



は無いので、各職員に求められることは、マニュアルに書いてあるとお

りに行動することでなく、誰もが優先順位を把握し、その場に合った応

用力と判断力を発揮できるように研修や訓練をすることだと思います。

私も含めて、多くの危機管理職員に関連する職場以外で働く職員のマイ

ンドは、日常の自分や課内の業務には関心がありますが、災害対応につ

いて日頃から関心のある職員は非常に少ないように感じます。 

エ 総合防災情報システムをもっと生かしてほしい。 

 

７ まとめ 

令和７年度の訓練は、駅、一時滞在施設及び区本部の連携を目的として、

実動での訓練を実施しました。アンケート結果にもあるように、無線の混線

や不通による情報不足や誤報等、実災害でもあり得るトラブルが多数発生し

ました。 

令和６年度においても無線の通信状態が良くなかったことからチャンネル

の変更等を実施して対応しましたが、改善が見られなかったことから、今年

度はさらに別のチャンネルを導入するとともに、無線使用時のマニュアルを

作成し、各施設様に配布します。令和８年度実施予定の訓練の前段階でも試

験を実施したいと思います。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 
 

 

 
大地震が発生すると、交通機関の運行停止により、主要駅を中心に多くの人が

滞留し、混乱することが予想されます。 

このため、川崎駅周辺の各機関の役割分担の明確化と、関係機関が相互に連携

した取組を「川崎駅周辺の災害時における行動ルール」として定めています。 

駅周辺の各施設、従業員、利用者等のみなさまにおかれましては、災害における

地域としての備えに向けた取組に協力をお願いいたします。 

 

（令和８年６月改定版）

 

資料３－１



 

1 
 

 
川崎駅は、東京と横浜の間に位置し、羽田空港も近いなど交通アクセ

スに優れ、交通・産業・文化の拠点である川崎の玄関口となっています。 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
川崎駅、京急川崎駅、バスターミナルでは通勤や買い物など多くの方に

利用されています。 
川崎駅周辺には、大型商業施設、企業の業務ビル、高層住宅などが

数多く立地し、都市機能が集積しています。そして、年間を通して多彩なイ
ベントがあり、活気に満ちあふれる地域となっています。

アジア交流音楽祭 山王祭  

早朝の川崎駅 早朝の川崎駅バスターミナル 



 

2 
 

 
 

川崎市直下の地震（マグニチュード 7.3）により、 
 駅前には約 19,000 人の帰宅困難者が発生 

 
 
 

 
 
各組織における対応内容を地域で共有し、 
自助、共助、公助で対応策を検討 

 
 
 
 
 

 
 

 
駅周辺の関係者が連携した対応 

（案内・誘導、情報提供、災害時要援護者等への支援など） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

主要駅に配備
災害時配布用一時滞在施設マップを主要駅ごとの協議会等の設置

各区役所、駅、一時滞在施設に、簡易無線機を配備

区 役所

駅 一 時滞 在 施設交通状況、開設状況、案内方法等

開設要請

開設状況等

滞留状況

案内方法

市 災 害対 策本部連絡、報告

【災害情 報配 信】
（開設状況等）
市ホームページ

メール配信

Twi tter配信 等

情報共有

情報収集
参照

 全国に先駆け、 
川崎市独自に導入した 
一時滞在施設への誘導 
支援ツール 

帰宅困難者向け防災必携マニュアルを主要駅に配備 

４ 

２０ 
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川崎市直下の地震（Ｍ７．３） 
・・・川崎市内に最も被害が想定される地震（平成２４年度想定） 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

種別 被害項目 川崎区 幸区 

世帯数・人口 (令和８年４月１日現在) 233,508 人 
131,808 世帯 

176,225 人 
86,356 世帯  

建物被害 全壊棟数 6,543 棟 4,649 棟 

  〃 半壊棟数 10,964 棟 6,314 棟 

地震火災 出火件数 36 件 33 件 

  〃 焼失棟数 3,987 棟 2,394 棟 

人的被害 死者数 235 人 156 人 

  〃 重軽傷者数 3,980 人 2,384 人 

ライフライン 上水道断水世帯数 64,996 世帯 50,226 世帯 

  〃 下水道機能支障世帯数 86,845 世帯 64,720 世帯 

  〃 停電世帯数 66,682 世帯 43,244 世帯 

  〃 一般回線電話の不通件数 市内加入電話の約 20％ 

生活支障等 避難者数 67,689 人 56,363 人 

  〃 駅前滞留者数（私用等） 19,128 人（川崎駅） 

  〃 駅前滞留者数（従業員、学生） 43,649 人（川崎駅） 

川崎駅周辺は、震度６強又は６弱の揺れになる恐れ 

震度５強・・・非常な恐怖を感じる 
６弱・・・立っていることが困難
６強・・・這わないと動けない 
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東日本大震災を受けての課題 

１ 平成２３年３月１１日 首都圏で５１５万人の帰宅困難者が発生 
 
・主要駅を中心に帰宅困難者が滞留 
・徒歩帰宅者が大量に発生 
・激しい道路渋滞 
・休憩場所として住民用避難所などの施設を開放 
・情報錯綜など様々な課題が発生 

 

２ 川崎市内でも、約５，５００人の帰宅困難者を施設で受け入れ 
 
・川崎駅：３，０００人超が市要請施設に避難 
・上記の施設以外でも、帰宅困難者を受け入れ 
・住民用の毛布、上下水道局の飲料水を配布 
・情報の錯そう 
・小売店における品薄状態など様々な課題が発生 

 

川崎駅周辺における対応 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 

東日本大震災の教訓から、課題を抽出し、 

川崎駅周辺の地域特性を踏まえた対応策を検討 

官民が連携した「川崎駅周辺の災害時行動ルール」の策定 協議会の設置 現況の把握 行動ルールの策定 

取組の着手 効果の検証 

協議会で課題を共有し、対応方法について検討を重ねながら 

川崎駅周辺の災害時における行動ルールを策定し、訓練を通じて検証していく 
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 大勢の帰宅困難者が一斉に帰宅すると、
道路や歩道が混雑し、救助活動に支障を
きたします。 
 また、災害発生後すぐに帰宅すると二
次被害に遭う可能性があり、大変危険で
す。 
 災害発生時は「むやみに移動を開始せず、安全な場所で身の安全を
確保する」ことをみんなで徹底しましょう。（一斉帰宅の抑制） 
 

１ 対応マニュアルの作成と周知 

■消防計画などの施設の防災計画 
 
 
 

 
 

■事業継続計画（ＢＣＰ）の作成、運用 
中小企業庁のホームページ等を参考に、緊急事態に備えましょう。 
https://www.chusho.meti.go.jp/bcp/ 

■対応マニュアルは、従業員や関係店舗等に確実に伝えましょう。 
 

２  訓練の実施、応急手当等 

■定期の防災訓練で施設内待機手順も確認 
 
■各種の訓練に積極的に参加 
（退避スペースまでの避難誘導訓練、情報伝達訓練、駅における

帰宅困難者対策訓練、一時滞在施設開設訓練、災害用伝言サ
ービス体験訓練など） 

 
 ■消防署等が開催する応急手当講習会の受講 
 「応急手当講習実施予定案内」 
  https://www.city.kawasaki.jp/840/page/0000020443.html 

 

災害時の初期対応や被害状況の確認、

救出救護、エレベータ停止、地震によ

る出火、設備損壊、インフラ不全、  

避難誘導への対応手順 

従業員や利用者の保護 
・施設内又は周辺の広場等の一時的避難場所 
・誘導棒の準備、高齢者等の災害時要援護者への配慮 
・施設の安全点検チェックリスト 
地域との連携体制 

https://www.chusho.meti.go.jp/bcp/
https://www.city.kawasaki.jp/840/page/0000020443.html
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施設の安全点検のためのチェックリスト（例）

点検項目 点検内容

施設全体 

1 建物（傾斜・沈下） 
傾いている。沈下している。 

傾いているように感じる。 

2 建物（倒壊危険

性） 

大きな X字状のひび割れが多数あり、コンクリートの剥落も著しく、

鉄筋がかなり露出している。壁の向こう側が透けて見える。

斜めや X字形のひび割れがあるが、コンクリートの剥落はわずかで
ある。 

3 隣接建築物・周辺
地盤 

隣接建築物や鉄塔等が施設の方向に傾いている。

周辺地盤が大きく陥没または隆起している。
隣接建築物の損傷や周辺地盤の地割れがあるが、施設への影響はない

と考えられる。 

施設内部（居室・通路等） 

1 床 傾いている、または陥没している。

フロア等、床材に損傷が見られる。

2 壁・天井材 

間仕切り壁に損傷が見られる。 
天井材が落下している。 

３  企業内備蓄、従業員及び利用者の保護 
 従業員や利用者、児童・生徒等を直ちに帰宅させることなく、施設内に

留めることができるよう、施設管理者や店舗の事業者は退避スペースの
確保と 3 日分以上の飲料水等の備蓄をお願いいたします。 
■退避スペース 3.3 ㎡につき 2 人程度 
■備蓄品（3 日分以上 ※エレベータが停止した場合に備え、高層ビルでは保管場所を分散化） 
 飲料水、食料品、毛布、ラジオ、電池、救急セット、災害用トイレ、マスク、消毒液

等 

 
４  安否登録、安否確認方法 

従業員等には事前に NTT や各種携帯電話の災害用伝言サービスを周
知し、大地震発生時における安否確認方法を家族で確認しあうよう徹底
しましょう。 

 
５  施設の安全点検 

 施設管理者は施設の安全点検チェックリスト
を作成しておき、定期的に点検を行っておくな
ど、速やかに安全点検が行えるようにしておき
ましょう。 
 
 
 
６  その他安全対策の徹底 

■家具類の転倒・落下・移動防止、ガラス飛散防止対策 
■電子掲示板や放送設備等の定期的な点検 
■周辺の集客施設との情報交換 
■ホームページ等による災害時の対応方法の周知 

「川崎市防災協力事業所」として登録しませんか？ 
 地域の一員としてできる範囲内で防災活動に協力し、被害の軽減や地域生活の早期復旧に貢献していただく

登録制度です。登録事業者の名称及び協力内容はホームページで公表します。 
 詳しくは、「川崎市防災協力事業所登録制度」のホームページを御覧ください。 

施設の安全点検チェックリストの一部 

８ページをご覧ください。 
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「備える。かわさき」 
は市役所・区役所で

配布しています。 

 
 
外出先で地震にあった場合の対応を、あらかじめ考えておきましょう。 
 

 
                                 
 
 
 
 

 
 

１ 徒歩帰宅への備え 

 
職場や学校に置いておくものや、バッグの中に入れておくものを事前

に準備しておきましょう。 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 

 

□動きやすい靴、□リュックサック、 
□地図、懐中電灯、□携帯ラジオ、 
□防寒着、雨具等、□ビニール袋、 
□携帯食料、飲料水、 
□ウェットティッシュ、□携帯トイレ、  
□携帯電話のモバイルバッテリーなど 
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２ 家族で災害時の連絡方法等の確認 

 
 大地震等が発生すると、電話がかかりにくくなります。 
自分の無事を伝え、家族の安否を確認するには、災害用

伝言サービスの利用が有効です。 
 日頃から家族で災害用伝言サービスの使い方を確認しておきましょう。 
 
 
 

171 をダイヤル 
 
登録する場合：① 伝言を聞く場合：② 

↓        ↓ 
被災地の固定電話番号を市外局番から入力 
録音時間は１件あたり 30 秒以内。1 回線あたり 20

件まで登録可能。保存時間は災害時伝言ダイヤル運

用中。 

災害用伝言ダイヤル１７１ 

 

https://www.web171.jp 
 災害用伝言板web171 で検索 

携帯・PHS 版災害用伝言板との連携によ

り、登録された安否情報を一括で検索可能。 
伝言を登録した際に、あらかじめ設定し

ておいた通知先へメールや音声（電話）に

よる伝言登録内容を通知します。 

災害用伝言板ｗｅｂ１７１ 

 

NTT ドコモ、au、  
ソフトバンクモバイル、 

Ｙ！モバイル、楽天モバイル  
「無事です」「被害があります」「自宅にい

ます」「避難所にいます」等の状況や、全

角100 文字までコメントを入力可能。 
被災地で携帯電話番号 1 つあたり10 件

（ソフトバンク・ワイモバイルは80 件）

まで登録できます。 
確認方法は、携帯電話やパソコンで相手

の携帯電話番号を入力して伝言を検索。 
スマートフォンにおいては、専用アプリ

のダウンロードが必要な場合があります。 

災害用伝言板（携帯電話） 

災害用伝言サービスの体験利用日に、家族で確認しよう！ 
 災害用伝言サービスは、災害発生時に提供されるものですが、以下の体験利用日にも運用されており、体験

することができます。 
●毎月1 日、15 日 ●1 月1 日～3 日    ●防災とボランティア週間 1 月15 日（9:00）～21 日（17:00） 
●防災週間 8 月30 日（9:00）～9 月5 日（17:00） 

 

 防災無線で放送した内容を、電話で聞く

ことができるサービス。 

① 神奈川県内の加入電話・公衆電話 

→ ０１２０-９１０-１７４（無料） 

② 携帯電話、PHS、など 

→ ０４４-２４５-８８７０（通常の通話料がか

かります。） 

受付時間は、24 時間、365 日。 

詳細は、川崎市のホームページにてご確

認ください。 

防災テレホンサービス 

https://www.web171.jp


 

9 
 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 

身の安全確保 

従業員・利用者の安否確認 

施設の安全点検 （施設安全点検チェックリスト） 

（建物の損傷、周辺の災害状況を確認） 

安全な場合     危険な場合 

一時滞在施設又は広域避難場所等へ案内・誘導 
（一時滞在施設等の開設情報を基に、買い物客等の利用者及び従業員等を一時滞在施設又は広域避難場所

等へ案内又は誘導する。） 

  

収容能力を超えた場合 

 

緊急地震速報とは、 
地震発生後、強い揺れが到達する

前の注意喚起です。 
周囲に身の安全を確保するよう、

呼びかけましょう。 

テレビ、ラジオで災害状況

も把握しましょう。 
 
エレベータに閉じ込めら

れてないかも確認しまし

ょう。 
 
 
施設の安全点検をしてい

る間、施設利用者に対して

現状の説明を行うなど、落

ち着いた行動を促します。 
 
 
 

施設関係者が利

用者を避難場所

まで案内・誘導

し、混乱の抑制と

滞留者の安全確

保に努めてくだ

さい。 
 

 

 

 

※付近の広域避難場所：川崎競馬場、川崎競輪場、富士見公園、御幸公園 

施設内待機 
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施設 とるべき対応 （役割・活動） ※災害の状況に応じて可能な限り実施 

駅 乗客、利用者の安全確保 

 改札前での利用者への運行状況の案内（区に状況報告） 

 乗客、利用者を一時的な避難場所（駅前広場等）に誘導 

 施設の安全点検（可能な限り速やかに実施） 

 施設が安全な場合：駅構内で乗客や駅前滞留者を保護 

  トイレや休憩スペースを開放 

 収容能力を超えた場合、一時滞在施設に誘導 

 施設が危険な場合：一時滞在施設又は広域避難場所等に誘導 

 交通情報、一時滞在施設の開設状況、災害情報の提供 

集客施設 従業員・利用者の安全確保 

 施設内か一時的な避難場所（駅前広場等）に誘導 

 施設の安全点検（可能な限り速やかに実施） 

 施設が安全な場合：施設内で従業員・利用者を保護 

 収容能力を超えた場合、一時滞在施設に誘導 

 施設が危険な場合：一時滞在施設又は広域避難場所等に誘導 

 可能な限り、トイレや休憩スペースを開放 

 交通情報、一時滞在施設の開設状況、災害情報の提供 

商店街 買い物客等の安全確保 

 メールやＸ（kawasaki_bousai）、ラジオ等による災害情報を買い物客等に提供 

 徒歩で帰れない買い物客等を駅前広場等に案内、可能な限り、トイレの提供 

 ガス等を使用しないなど、安全な状態での営業（被災の程度による） 

 区本部 駅、一時滞在施設との連絡調整（情報受発信拠点）、備蓄品の搬入 

 災害情報、滞留状況の把握、市災害対策本部への連絡 

 
 行政、警察、事業者等が連携した避難誘導・広報の実施 

市本部 災害情報、交通情報の把握、各種媒体による情報の発信、関係機関との調整、 

  支援要員の派遣等による避難誘導の実施 

消防 消火・救助・危険排除活動 

警察 混乱抑制、滞留者誘導・整理 

 道路交通整理、道路交通情報の提供 

ﾊﾞｽ･ﾀｸｼ  ー 運行状況等の災害情報の提供 

学校等 園児、児童・生徒を施設内で保護 

企業 従業員を施設内で保護 

 施設が危険な場合は、一時滞在施設又は広域避難場所等に誘導 

各施設内で

は施設管理者

が指揮をとり

ます。可能な限

り警備服やビ

ブス等を着用

し、分かりやす
い服装で誘導

します。 

市 

役 

所 

駅舎内では災

害時は駅が指揮

をとり、関係機関

と調整しながら

混乱の抑制を図

ります。東西自由

通路および北口

通路の滞留状況

確認や入場制限

は川崎区が関係

機関と連携して

行います。 
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かわさきＦＭ（７９．１ＭＨｚ）では、市災害対策本部からの市の災害情報や交通情報を繰り返し放送。 

・停電等で電源が無い場合、ラジオでの情報収集は有効です。 

・ラジオの電波が届かない場合でも、「エフエムプラプラ」でインターネット環境 

により視聴できます。 

https://fmplapla.com/kawasakifm かわさきエフエム    
 

かわさきエフエム携帯用QRコード 
 

 
 

鉄道・バス運行情報 道路交通情報 災害情報 

鉄道事業者 
バス事業者 関係機関 

川崎市役所（市災害対策本部） 

区役所 
（区本部） 

事業者のホームページ 
駅改札での掲示 
駅構内放送、係員の案内 

市ホームページ 
「防災情報ポータ

ルサイト」 

屋外防災無線 
（駅、避難所等） 

防災アプリ 

かわさきＦＭ 
（79.1ＭＨｚ） 

防災テレホンサー
ビスでも確認可能。 
044-245-8870 
0120-910-174 

神奈川県警 
警察署 

メールニュースか

わさき（事前登録

者向け） 

防災ポータルサイト 
携帯用QRコード 

https://fmplapla.com/kawasakifm


 

12 
 

 
 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

北口プロジェクター 

 

 

 

 

 
 
JR 川崎駅北口通路改札前に設置されている 

プロジェクターでは、災害時にはＹＯＵテレビ㈱ 
により、NHK の緊急放送が放映もしくは災害情報 

をテロップで表示されます。 
 

川崎市役所（市災害対策本部） 

区役所 
（区本部） 

ｔｖｋ（テレビ神

奈川：3ch）のデー

タ放送(dボタン) 

緊急速報メール 

（NTT ﾄﾞｺﾓ, au, 

ｿﾌﾄﾊ゙ ﾝｸﾓﾊﾞｲﾙ, 

楽天ﾓﾊﾞｲﾙ） 

Ｘ 

(kawasaki_bousai) 

河川情報表示板 
 
京浜河川事務所がＪＲ川崎駅 

中央通路西口側に設置している 
大型ビジョン。非常用電源を 

備えており、発災時は災害情報 
を表示します。 

アゼリアビジョン 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
川崎アゼリア㈱が JR 川崎駅中央通路の東口側に設置している

大型ビジョンでは、災害時に NHK の緊急放送が放映されます。 

 

川崎市立保育園 
震度６弱以上の場合、保護者が来るまで園で子どもを

保護します。 
あらかじめ園と保護者との間で、子どもの安否確認手

段について確認しておきましょう。 
（川崎市立保育園はホームページ等による） 

川崎市立学校 
児童生徒が学校にいるときに、震度５強以上の地震が

発生した場合、小学校、特別支援学校においては、すべ
ての児童生徒を保護者に直接引き渡すことを原則として
います。また、中学校、高等学校ではあらかじめ保護者

と合意した方法により下校させます。 
 

デジタルサイネージ 
川崎駅東口に設置されて

いるデジタルサイネージ

を発災時 
に災害情 
報に切り 
替えます。 
 
※（災害状況に 
よっては、右図 
以外のパターン 
にする場合も 
あります。 
 
 

 
令和６年８月時点 
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１  

１ 川崎の地域力 

活用可能な地域資源 

 ○コミュニティ放送 かわさき FM（79.1MHｚ） 

  インターネットからの視聴も可能  

 ○公衆無線 LAN のスポット 

多くの店舗でＷｉ－Ｆi スポットを利用可能 

かわさき Wi-Fi を利用可能 

（東口バスターミナル、川崎アゼリアサンライト広場等） 

 

       (ＱＲコード：かわさき Wi-Fi アクセスポイント等) 

 

 ○日頃の地域ぐるみのイベントによるフェイス・トゥ・フェイスな関係から、
活気あるマンパワーによる地域連携 

 

■これらの地域資源を有効に活用し、正確な情報を地域で共有 

 
 

  
  

     
 

 

 

 

 

 

■その他、トイレの提供・案内、安全な避難経路への誘導、 

災害時要援護者への支援、負傷者等対応、 

屋外滞留者の駅前広場等への誘導など、地域をあげて対応 
 

ラジオ  

電子掲示板
一時滞在施設の開設状況 

市の災害情報   市内等の交通情報 

一時滞在施設への案内 

身の安全の確保、混乱の抑制 
 

駅周辺の施設、店舗 

駅前滞留者 

 
情報提供支援 

Ｘ（kawasaki_bousai）

ｲﾝﾀー ﾈｯﾄ 
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２ 区・駅・一時滞在施設の情報共有 

 
駅、区役所、一時滞在施設間で、簡易無線機等による情

報交換を行い、一時滞在施設の開設、運営状況を適宜確認
し、帰宅困難者の案内、誘導を的確に実施します。 

また、簡易無線機を設置している駅、区役所、一時滞在施
設間で毎月１回の通信訓練を実施し、確実な情報共有が図
れるように確認しています。 
 

 
 

 
 

 

 

 

 

３ 一時滞在施設以外の集客施設、商店街、企業・学校等 

区役所で集約した情報は、市の災害対策本部に連絡し、ホームページ
や X（kawasaki_bousai）、メール、FM ラジオなどの各種のメディアで広報し
ます。 

各施設においては使用可能なメディアから情報を取得し、誘導、支援、
利用者保護に努めてください。 

 

駅前滞留者状況

運行状況 等

開設状況

受入可能人数 等

主要駅 一時滞在施設区役所

・鉄道運行状況

・滞留者発生状況
・一時滞在施設開設状況

・受入可能数 等

情報集約

全施設へ一斉送信
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平成24年 9月、川崎市では、川崎駅における大地震発生時の帰宅困
難者対策を協議、推進するため、交通事業者、一時滞在施設、商業施
設、警察署、消防署等の関係機関で構成する、川崎駅周辺帰宅困難者
等対策協議会を設置しました。 

平成 24 年度は内閣府の都市再生安全確保計画策定事業を活用して、
災害時における行動ルール案を策定しました。 

平成 25 年度は国土交通省の都市安全確保促進事業を活用し、帰宅
困難者対策訓練を初実施することで、災害時における行動ルールの検
証を行い、ソフト・ハードの両面対策の実行計画となる都市再生安全確
保計画を策定し、同時に、計画のソフト面の対策となる、災害時におけ
る行動ルールを策定しました。 

平成 26 年度以降は、帰宅困難者対策や連携を推進する会議を開催
すると共に、帰宅困難者対策訓練を実施・検証することで、帰宅困難者
対策の強化に取り組んでおります。 

年度 内容 

平成 24 年度 川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会（計４回開催） 

平成 25 年度 川崎駅周辺地域都市再生緊急整備協議会への参加 

都市再生安全確保計画作成部会への参加 

川崎駅周辺帰宅困難者対策訓練の実施 

→川崎駅周辺都市再生安全確保計画の策定 

 （災害時における行動ルールの策定を含む。） 

平成 26 年度 

～ 

令和 7 年度 

川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会 

（年２～３回開催、会議１～２回、訓練）  

  
 
 
    

 

 

 

 

 

川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会委員名簿 

川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会 
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交通事業者 

ＪＲ東日本横浜支社 
ＪＲ川崎駅 

京浜急行電鉄 
京急川崎駅 

川崎市交通局 
川崎鶴見臨港バス 

東急バス 

神奈川県タクシー協会 

一時滞在施設 

川崎市産業振興会館 
川崎市教育文化会館 

川崎アゼリア株式会社 
川崎日航ホテル 

川崎商工会議所 
幸市民館・図書館（令和８年９月以降、工事のため一時閉鎖） 

JR 東日本ホテルメッツ川崎 

ミューザ川崎管理事務所 
ラゾーナ川崎プラザ（三井不動産商業マネジメント） 
京急川崎駅前ビル 

カルッツかわさき 
川崎競輪場 

スペルノーヴァカワサキ 
Arena CITTA（株式会社チッタ エンタテイメント） 

アパホテル（TKP 京急川崎駅前） 

商業施設等 

川崎駅広域商店街連合会 
幸商店街連合会 
川崎西口商店会 

アトレ川崎店 
チッタ エンタテイメント 

関係団体・企業等 

川崎区自主防災組織連絡協議会 
幸区自主防災連絡協議会 
ＮＴＴ東日本株式会社 

川崎信用金庫 
野村不動産ビルディング 
三井不動産 

キヤノン川崎事業所 

第一ビルディング 

住友不動産リバーク川崎ビル 
川崎地域連合 
かわさき市民放送 

ＹＯＵテレビ 

警察署 
川崎警察署 
川崎臨港警察署 

幸警察署 

消防署 

川崎消防署 

臨港消防署 
幸消防署 

川崎市役所関係局 こども未来局・環境局・健康福祉局・まちづくり局・上下水道局・教育委員会事務局 

川崎市災害対策本部 危機管理本部 
各区本部 川崎区役所危機管理担当・幸区役所危機管理担当 
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１ 一時滞在施設とは 
 

一時滞在施設とは、大地震の発生により鉄道等の公共交通機関が運
行停止となり、帰宅が困難となって、行きどころのない人を一時的に受
け入れる施設です。（利用者は災害時の施設利用ということを認識し、滞在中の損害等

は自己責任となることを理解した上で施設を利用できます。） 

２ いつ開設されるのか 

 
駅周辺に多数の人が集まり、混乱や事故の発生が予測される場合、

区役所が安全の確認がとれた施設に開設の要請をします。 
区役所からの要請を受け、受入の準備が整った施設から開設します。 

３ 開設状況の確認方法 

 
川崎市ホームページ、Ｘ（kawasaki_bousai）、かわさき FM（79.1MHz）、ｔ

ｖｋ（テレビ神奈川データ放送）での広報のほか、駅や警察の案内で確認
してください。 
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一時滞在施設の開設までのフロー 

 

└ 鉄道 運 行状況 把握

開設要請

└ 駅頭 滞 留状況 把握

└ バス・タクシー 状況 把 握

開設情報連絡

└ 開設 状 況連絡

└ ホー ム ペー ジでの 広 報

└ 鉄道 運 行状況 把握

開設状況

情報提供

└ 公共 交 通機関 の情 報

└ 開設 状 況の把 握

└ 一時 滞 在施設 の閉 所

└ ホー ム ペー ジでの 広 報

一時滞在施設の運営

・帰宅困難者の受入スペースの提供

・トイレの提供、水道の提供

・ラジオ・テレビなどによる災害情報の提供

・区役所との連絡（受入状態等）

・その他協力可能な支援の実施

施設の安全確認

周辺の被害状況把握

（火災、建物の傾き、地割れ、沈下、ひび割れ、

鉄筋露出、コンクリート剥落、設備損傷等）

安全と判断⇒開設 安全でない⇒断念

市災害対策本部

区本部

主要駅 警察署

町内会等 消防署

区本部

要請を受けて開設自主的開設 市災害対策本部

市災害対策本部

区本部

帰宅開始

施設の損壊状況等の把握

原則翌

日の朝

区本部

市災害対策本部
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災害時帰宅支援ステーション        

 
九都県市・四県市などの取組において、コンビニエンスストアやファミ

リーレストラン、ガソリンスタンド等の協力店舗では、災害時帰宅支援ス
テーションとして、水やトイレ、情報の提供について可能な限り支援して
いただくこととなっています。 

〇九都県市の 協定に基づく災害時帰宅支援ステーション 

コンビニエンスストア 

セブン-イレブン     デイリーヤマザキ   ニューヤマザキデイリーストア 

ファミリーマート     ミニストップ         ローソン 

ローソンストア１００    ナチュラルローソン  生活彩家 

ポプラ                                                  等 

ファーストフード・ 

ファミリーレストラン 

吉野家       山田うどん食堂       デニーズ    天丼てんや           

ロイヤルホスト    モスバーガー    カレーハウス CoCo 壱番屋   

TGI フライデーズ   焼肉の和民     和食麺処サガミ            

味の民芸       和食さと    ミスタードーナツ   タリーズコーヒー     

リンガーハット     ドトールコーヒー   東急グルメフロント        等     

居酒屋 
三代目 鳥メロ      旨唐揚げと居酒メシ   ミライザカ  

                                                等 

カラオケスペース 

カラオケバンバン      カラオケまねきねこ      カラオケ館 

ビッグエコー         カラオケ ALL          カラオケの鉄人 

カラオケパセラ       カラオケマック           カラオケモコモコ 

カラオケルーム歌広場  コート・ダジュール         ＪＯＹＳＯＵＮＤ   等               

その他 
快活ＣＬＵＢ         ナポリの窯           オートバックス       

ケアパートナー       スマイルホテル     ニコルカーズ    等 

〇四県市の協定に基づく災害時帰宅支援ステーション 
神奈川県石油業協同組合、日産自動車株式会社、神奈川日産自動車株式会社、日産プリンス

神奈川販売株式会社、株式会社日産サティオ湘南、神奈川県理容生活衛生同業組合、浄土真宗

本願寺派東京教区神奈川組、浄土真宗本願寺派東京教区鎌倉組、神奈川県美容業生活衛生同

業組合、生活協同組合ユーコー プ、株式会社横浜調剤薬局、株式会社横浜菊名薬局、株式会社

東戸塚調剤薬局、生活クラブ生活協同組合・神奈川、横浜北生活クラブ生活協同組合、横浜みな

み生活クラブ生活協同組合、かわさき生活クラブ生活協同組合、湘南生活クラブ生活協同組合、さ

がみ生活クラブ生活協同組合、生活協同組合うらが CO-OP、全日本海員生活協同組合、株式会

社村内外車センター、神奈川県遊技場協同組合、AIR オートクラブ神奈川ブロック、株式会社関東 マ

ツダ、株式会社ホンザン、ウエインズトヨタ神奈川 

 

 

 

災害時帰宅支援ステーションステッカー  

右のステッカーが目印です。 
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１ 一時滞在施設用備蓄について  
 

帰宅困難者用として、簡易食料、飲料水（500ｍｌペットボト

ル）、防寒シート、携帯トイレ及び感染症予防対策品を備蓄

しています。 

これらの 備蓄は、備蓄倉庫等に保管しておりますが、迅

速な利用者への配布を目指すため、一時滞在施設への設

置につきまして、御協力をお願いいたします。 

備蓄の保管場所が無い施設へは、区役所を通じての搬入となります。 
 
２ 一時滞在施設の確保について  

一時滞在施設の確保にあたり、各施設に対して協力を求めております。 

 

 (１) 帰宅困難者対策用無線機の整備 

区役所、駅、一時滞在施設との通信手段の確保として、簡易無線機を整備し

ています。 

 

(２) 特設公衆電話の整備について 

災害時の通信手段確保のため、引き続き、特設公衆電話を一時滞在施設に

整備し、利用者の安否確認等に活用します。 

 
３ 帰宅困難者向け防災必携マニュアルの作成  

災害時案内用として帰宅困難者向け防災必携マニュアルを作成し、JR 川崎駅

及び京急川崎駅に配備しています。帰宅困難者向け防災必携マニュアルは、区役

所などで配布しています。 
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４ 違法駐車、歩道の不法占拠、屋外広告物等について 
 

違法駐車や歩道の不法占拠、屋外広告物の転倒・落下防止策について、関係
者にさらなる徹底を求め、ボトルネックの解消に努めます。 
 
 
５ 都市安全確保促進事業について 

 
内閣府及び国土交通省の都市安全確保促進事業を活用し、「都市再生安全確

保計画」を作成し、ソフト・ハードの両面による帰宅困難者対策の着実な推進を図っ

てまいります。 

 
＜都市再生緊急整備地域＞ 

 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

 

幸区堀川町跨道橋下備蓄倉庫 

（平成２８年６月供用開始） 

京急川崎駅前ビル 

川崎競輪 場 

カ ルッツ かわさき  
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１ 地震発生直後 
(１) 身の安全の確保 

施設ごとの消防計画や防災マニュアル等に沿っ て、施設内の利用者を館内放送や従業員
等の誘導により、安全な場所に避難させてください。 

施設内に安全な場所がない場合は、駅前広場等に一時的に避難することとします。 
施設安全点検チェック リストを使用して、施設及び周辺地域の安全を確認した後、利用者を

施設内で保護します。安全が確認できない場合は従業員等とともに一時滞在施設又は広域避
難場所等に避難します。 

屋外にいる帰宅困難者には、周辺の施設や商店街などが声をかけ、駅前広場などの安全な
場所に避難させてください。 

高齢者、障害者、妊婦、子ども、外国人など、避難に支援が必要な場合は、付近に協力を呼
びかけながら避難支援を行います。 

(２) 従業員・利用者の安否確認 

揺れが治ま り、施設の安全点検を行っている間、施設内に従業員や利用者が逃げ遅れてい
るなどしていないか確認しま す。 

(３) ケガ人への対応 

災害発生直後は、多数のケガ人が発生したり、電話がつながりにくくなったりすることで、救
急車を呼ぶこ とが困難になります。必要なら心肺蘇生法（ＣＰＲ）を行い、ＡＥＤを使用す るなど
応急手当を施すことで、救急車が到着するまで命をつなぐ対応が必要です。 

(４) 情報の提供 

保護している利用者や、近くの避難者等に対し、テレビやラジオのほか、ホームページやメー
ル、Ｘ（kawasaki_bousai）などの川崎市の災害情報を提供します。 

 
２ 多数の帰宅困難者の滞留が発生 
(１) 一時滞在施設を開設する場合 

首都圏で震度５弱以上を観測し、各鉄道が運行を停止し、復旧の目途が立たず、駅前に多く
の帰宅困難者が滞留、又は滞留の恐れがある場合に、区役所が駅と一時滞在施設に調整して、
一時滞在施設に開設要請します。一時滞在施設で施設の安全点検が終了し、受入準備が整っ
たら開設となります。 

(２) 一時滞在施設受入対象者 

帰宅困難者のうち拠りどころのない人が施設の受入対象者となります。 
大型集客施設などの利用者は施設内、従業員はオフ ィスに留まることとし、収容能力を超え

た場合は一時滞在施設に施設管理者が案内することとします。（駅や大型集客施設でも 利用
者保護の準備を進めています。） 

 
３ 帰宅困難者の避難場所等への誘導方法  
(１) 駅 

区役所に対して鉄道の運行状況や駅前の滞留者の状況を報告し、一時滞在施設の開設状
況を確認するなど、区役所と連携して利用者及び駅前滞留者の安全確保に向けた対応方法を
決定します。 

要支援者を優先するなど、利用者及び駅前滞留者を駅構内で保護します。 
その後、一時滞在施設マップ、構内放送、張り紙等を使用し、区役所と連携しながら一時滞

在施設の場所を案内します。 
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(２) 大型集客施設、商店街（一時滞在施設以外） 

川崎市から の災害情報（メールニュースかわさき、Ｘ(kawasaki_bousai)）を確認しながら、一時
滞在施設の場所を案内します。可能な限り、帰宅困難者に対してトイレや休憩スペースの開放
に御協力ください。 

(３) 一時滞在施設 
区役所と連携して帰宅困難者を受け入れます。受入準備が完了していない場合や、収容能

力を超えた場合、余震等で施設が使用できなくなっ た場合等は、区役所からの指示を受けて、
他の一時滞在施設等を案内します。 

(４) バス、タクシ ー 
駅前広場を中心に滞留している帰宅困難者に対し、川崎市からの災害情報などを提供し、

一時滞在施設等への誘導を支援します。 
 

４ トイレ 
 
   駅周辺のトイレとしては、駅構内、駅前広場や公園、災害時帰宅支援ステーションの協力店

舗、一時滞在施設のトイレのほか、富士見公園のマンホールトイレがあります。（周辺の商業施
設でも 可能な限りトイレを開放してください。） 

 

５ 一時滞在施設での支援 

(１) 館内誘導 
帰宅困難者を受入スペースへ案内します。利用者カードを配布し、使用できるトイレや水道

の場所を案内します。 

(２) 情報の提供 

館内放送やテレビ、ラジオ等の設置により、災害情報の提供を行います。 

(３) 備蓄物配布 

簡易食料、飲料水、防寒シート・携帯トイレを準備し、状況に応じて利用者の協力のもと、配

布しま す。 

(４) 要支援者への対応 
高齢者、障害者、妊婦、子ども等に対して適切な対応をお願いいたします。 

(５) 特設公衆電話の設置 
帰宅困難者が家族の安否確認等を行う通信手段を確保するため、特設公衆電話を設置し、

案内します。 
 

 

６ 支援の期間 
 

被災の状況に応じて、大規模地震発生後から数日間にわたり対応する必要があると考えら
れます。なお、災害時要援護者の代替輸送については国や近隣自治体と連携して検討を進め
ています。
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１ 車いすを利用している人への支援 
 

車いすには、手動車いす、電動車いす、手動兼用型切替式電動車いす、スクー
ター式電動車いすなどがあり、最近では軽量化が進んでいますが、電動車いすの
重量は、約 40～60ｋｇ前後又はそれ以上のものもあり、人を乗せたまま持ち上げる
ことは非常に困難です。  

介助の前に、本人に介助方法を確認しましょう。 また、可動部分や取り外し可能
な部分など、車いすの構造をよく確認しておきましょう。 

車いすを動かすときや進行方向を変更するときには、事前に「今から動きます」
「前に進みます」などの声をかけ、安心してもらうことが大切です。 

また、車いすを止めるときやバックするとき、曲がるときにも、声をかけましょう。  
段差があるときは一時停止をしてから越えて下さい。スロープを下りるときは、後

ろ向きに下りるようにします。 

２ 杖を使っている人への支援 

 
ペースに合わせてゆっくりと対応し、慌ててつまずくなどの思わぬ事故を防ぎます。

できれば移動距離が短く、階段等の段差が少ないルートを勧めてあげます。 

３ 聴覚障害のある人への支援 

 
会話をする時は、なるべく前を向き、はっきりとした声でゆっくり話すように心がけ

てください。話の内容を理解するのに話し手の口元の動きを手がかりにしていること
があるからです。固有名詞や数字などはできるだけスマートフォンや紙などで伝えま
しょう。ＦＭ補聴器（ＦＭ電波を利用して離れた場所まで音声を届ける補聴機システ
ム）を使用している場合は、専用のＦＭマイクを使用します。 

４ 赤ちゃん連れの母親への支援 
 

授乳ができる場所として、カーテンやパネルで仕切られたスペースや別室等、人
目を気にせず授乳ができる場所を提供しましょう。ミルク用のお湯を提供いただくと
さらに助かります。また、可能な限り、安全におむつ替えができる場所も確保しまし
ょう。 

５ 日本語が分からない人への支援 
 

川崎市の防災啓発広報誌「備える。かわさき」では、やさしいにほんご版、英語版、
中国語（簡体字）版、ハングル語版、ポルトガル語版、スペイン語版、タガログ語版
のパンフレットを作成しています。その資料を活用した支援もできます。国際交流セ
ンター（044-435-7000）や川崎区役所（044-201-3113）でも外国人の相談を受け付
けることができます。（対応可能な曜日と時間が決められています。） 

一時滞在施設では、提供スペースやトイレ、立入禁止場所がすぐわかるよう、誰
もが分かりやすい画像を使用した平面図を作成しておくと効果的です。 
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簡易無線機 
（一時滞在施設、駅、区） 

 
チャンネル：５７ｃｈ（川崎区）、３１ｃｈ（幸区） 

区危機管理担当 

 
電話    ： 
 
ＦＡＸ    ： 
 
Ｅメール  ： 
 

災害情報 

市ホームページ：「川崎市防災情報ポータルサイト」 
https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/index.shtml 
 
電車運行状況 
「ＪＲ東日本運行状況」 
https://traininfo.jreast.co.jp/train_info/kanto.aspx 
「京急運行状況」 
https://unkou.keikyu.co.jp/ 
 
バス運行状況 
市バス  ：https://www.city.kawasaki.jp/820/ 
臨港バス：https://www.rinkobus.co.jp/ 
東急バス：https://www.tokyubus.co.jp/ 
京急バス：https://www.keikyu-bus.co.jp/ 
ラジオ ：かわさきＦＭ（７９．１ＭＨｚ） 
・・・インターネットで視聴できます（「サイマルラジオ」） 
 
テレビ ：ｔｖｋ（テレビ神奈川３ｃｈ）データ放送 
 
SNS  ：Ｘ「kawasaki_bousai」 

一時避難場所 

 
施設内の安全確保場所 
（                                 ） 
 
施設の安全確認の間は、 
（                                 ） 
 
施設の崩壊や周辺の危険時は、 
（                                 ） 

 
 

発行：川崎駅周辺帰宅困難者等対策協議会 事務局 

川崎市危機管理本部     電話044-200-2858  

川崎区役所危機管理担当   電話044-201-3327 

幸区 役所危機管理担当    電話044-556-6610 

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/index.shtml
https://traininfo.jreast.co.jp/train_info/kanto.aspx
https://unkou.keikyu.co.jp/
https://www.city.kawasaki.jp/820/
https://www.rinkobus.co.jp/
https://www.tokyubus.co.jp/
https://www.keikyu-bus.co.jp/


川崎駅周辺の災害時における行動ルール　修正事項

番号 ページ 旧 新 修正事由等

1 表紙 （令和７年７月改定版） （令和８年６月改定版） 時点修正

2 Ｐ３ 世帯数・人口（令和７年４月１日現在） 世帯数・人口（令和８年４月１日現在） 時点修正

3 Ｐ５
普通・上級救命講習及び応急手当普及員講習につい
て

応急手当講習実施予定案内 ページの変更

4 Ｐ１０ ツイッター Ｘ（kawasaki_bousai） 名称変更に合わせた修正

5 Ｐ１１
かわさきFMについて「サイマルラジオ」でのイン
ターネット視聴を紹介。

かわさきFMについて「エフエムプラプラ」でのイン
ターネット視聴を紹介。

サイマルラジオでの視聴不具合及び、エフエムプ
ラプラでのサービスが開始いたため。

6 Ｐ１３ ツイッター Ｘ（kawasaki_bousai） 名称変更に合わせた修正

7 Ｐ１４ ツイッター Ｘ（kawasaki_bousai） 名称変更に合わせた修正

8 Ｐ１５
平成26年度～令和６年度 平成26年度～令和７年度

時点修正

9 P１５ 年３回開催 年２～３回開催 昨年度は２回開催のため

10 P１５ 挿入写真 挿入写真 令和７年度の訓練写真を使用

資料３－２



11 P１６ 一時滞在施設 一時滞在施設

追加
・Arena CITTA（株式会社チッタ　エンタテイメ
ント）
・アパホテル（TKP京急川崎駅前）
追記
・幸市民館・図書館括弧内
名称変更
・東日本電信電話→ＮＴＴ東日本株式会社

12 P１７ 帰宅困難者一時滞在施設マップ[川崎駅版] 帰宅困難者一時滞在施設マップ[川崎駅版] 令和８年度３月末発行のものに更新

13 P１９ 協定に基づく災害時帰宅支援ステーション 協定に基づく災害時帰宅支援ステーション 令和８年度３月末時点協定のステーションに更新

14 P２０ 簡易トイレ 携帯トイレ 言葉の統一を図るため

15 P２０  帰宅困難者向け防災必携マニュアル 帰宅困難者向け防災必携マニュアル 令和８年度３月末発行のものに更新

16 Ｐ２２ ツイッター Ｘ（kawasaki_bousai） 名称変更に合わせた修正

17 P２６ チャンネル：３０ch
チャンネル：５７ｃｈ（川崎区）、３１ｃｈ（幸
区）

令和８年度３月末時点のチャンネルに更新
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毎月1日・ 15日 1月1日～3 日

のぼり旗

（ 開設時のみ掲示）

災害時帰宅支援ステーション

協定に基づく災害時帰宅支援ステーション

大地震が発生すると電話がかかりにく くなります。
災害用伝言サービスを 利用して、自分の無事を伝え、
家族の安否を確認しましょう 。

インタ ーネット 上で安否等の情報をテキスト で登録・

確認できる 伝言板です。電話番号をキーとして伝言
情報（ テキスト ）登 録できます。災害用伝言ダイヤル

（ １７１）と原則同時提供となります。

ＮＴＴ ド コ モ ・ａｕ・ ソ フト バ ンク

ワイ モバ イ ル・ 楽 天モ バ イル

「 無事です」「 被害があり ます」「 自宅にいます」「 避
難所にいます」等の状況や、 全角10 0文字までコメン

ト を入力可能。被 災地で携帯電話番号1つあたり10
件まで登録可能。
確認方法は、携帯電話やパソコンで相手の携帯電話番
号を入力して伝言を検索。スマートフォンにおいては、

専用アプリのダウンロードが必要な場合があります。

1  7  1 にダイヤル

音声ガイダンスが流れます。

音声ガイダンスが流れます。

被災地の固定電話番号を 市外局番から入力

× ×× × ×× × ×－ × × × ×－（ 　 　 　 　 　 ）

1登録する 場 合

▼
▼

伝言を 聞く 場合

▼
▼

https://ww w.w eb171.jp

2

駅周辺の施設では、①水道水②ト イレ③地図等による道路情報やラジオ等で知り得た情報な

どの提供に可能な範囲で協力していただけること になっています。

災害用伝言サービス

災害用伝言ダイヤル［ １ ７ １ ］

災害用伝言版［ w eb １ ７ １ ］

災害用伝言版［ 携帯電話］

ステッカー ポスター

（ ガソリンスタンド ）

　 大勢の帰宅困難者が一斉に帰宅すると、 道路や歩道
が混雑し、救助活動に支障をきたします。　

　 また、災害発生後すぐに帰宅すると二次被害に遭う 可

能性があり、大変危険です。 　
　 災害発生時には「 むやみに移動を 開始せず、安全な場

所で身の安全を確保する」ことをみんなで徹底しましょう 。
（ 一斉帰宅の抑制）　

家族で確認しよう！

東日本大震災当日の施設への避難者

混乱 を防ぐために…

帰宅困難者が発生すると…

周囲の安全を確認できたら 、その場に留まり 身の安

全を確保しましょう 。

公共交通機関の運行情報や一時滞在施設の開設状

況、家族の安否確認を行いましょう 。

企業や学 校等の施 設係員の指示に従い、安全の確

認を行った後、移動を 開始しましょう 。

▶ 帰宅のタイミング 帰宅は状況が落ち着いてから▶ 帰宅のタイミング 帰宅は状況が落ち着いてから▶ 帰宅のタイミング 帰宅は状況が落ち着いてから

▶ 正しい情報を入手 各種の災害情報により冷静に状況確認▶ 正しい情報を入手 各種の災害情報により冷静に状況確認▶ 正しい情報を入手 各種の災害情報により冷静に状況確認

▶ 一 斉帰 宅 の抑制  むやみに移動せず、 状況確認▶ 一 斉帰 宅 の抑制 むやみに移動せず、 状況確認▶ 一斉帰宅 の抑制 むやみに移動せず、 状況確認

帰宅困難者向け

防 災必携
マニュアル

むやみに移動せず、 安 全確保
～ 正 しい情 報 を 基 に冷 静 に行 動 しましょ う～

防災とボランティア週間

１月15日（ 9:00）～21日（ 17:00）

防災週間

8 月30 日（ 9:00）～9 月5日（ 17:00）

災害用伝言ダイヤルは、災害発生時に提供されるも
のですが、 以下の体験利用日にも 運用されており、

体験することができます。

災害用伝言ダイヤル体験利用日

令和5年（ 20 23年）12月1日
時点の店舗情報を使用
※店舗の被害状況によって は支援を

行えな い場合があります。

災害時帰宅支援ステーションの目印

　 大 地震が発 生すると 、交通 機関 の運行停 止によ り 、
主要駅を中心に多く の人たち が滞留し 、混乱すること が

予想されます。

　 このため、 駅周辺 の関係施 設などが協力し て帰宅 困
難者対策に取り組んでいる ところです。

録音時間は１件あたり 30 秒以内。1回線あたり20件
まで登録可能。保存期間は提供期間が終了するまで。

令和６年（ 2024年）３月

ＫＡ ＷＡＳＡＫＩ   ＣＩ ＴＹ

川 崎 市 ■ 川崎市川崎区役所危機管理担当
電　 話：０４４ －２０１－３３２７　ＦＡＸ： ０４４－２０１－３２０９

■ 川崎市幸区役所危機管理担当
電　 話：０４４ －５５６ －６ 6 10　 ＦＡＸ：０ ４４－５５５－３１３０

お問い合わせ先

川崎駅版

コ ン ビ ニエ ンス スト ア セブ ン-イ レ ブン ／ デイ リ ーヤマ ザキ／ ニュ ーヤマ ザキ デイ リ ース ト ア／

フ ァ ミ リ ー マー ト ／ミ ニ スト ッ プ／ロ ー ソ ン ／ ロー ソ ン ス ト ア10 0 ／

ナチ ュラ ル ロー ソ ン ／生 活彩家 ／ポプラ 　 等

フ ァ スト フ ード ・

フ ァ ミ リ ー レス ト ラ ン

吉野 家／ 山 田う どん食堂 ／デニ ーズ／天 丼てん や／ ロ イ ヤ ルホスト ／

モス バー ガ ー／ カ レ ーハ ウスCoCo壱 番 屋／ TGI フラ イ デーズ ／

焼肉 の和 民 ／和 食麺処サ ガミ ／ 味の民芸 ／和食 さと ／ミ ス タ ード ー ナツ ／

タ リ ーズ コ ーヒ ー　 等

居酒 屋 三代 目 鳥 メ ロ ／旨 唐揚げ と居 酒メ シ  ミ ライ ザカ ／ さ か なや 道場／

はな (花) の 舞　 等

カ ラ オケス ペー ス カ ラ オケ バ ンバ ン ／カ ラ オケま ねき ねこ ／カ ラ オケ 館／ビ ッ グエコ ー／

カ ラ オケ A LL／カ ラ オケ の鉄人／ カ ラ オ ケパ セラ ／カ ラ オケ マッ ク ／

カ ラ オケ モ コモ コ ／カ ラ オケル ーム歌広 場／コ ート ・ ダジ ュ ール／

JO YSO UN D　 等

その 他 快活 CLU B／ナ ポリ の窯／ オー ト バッ ク ス／ケ アパ ー ト ナー／
神奈 川県 石 油業 協同組合 ／ウエ イ ン ズト ヨ タ 神 奈川 ㈱／日 産自動車 ㈱／

神奈 川日 産自動車 ㈱／ 日産プリ ン ス神奈 川販 売㈱／ ㈱日産サ ティ オ湘 南／

神奈 川県 理 容生 活衛生同 業組合 ／浄土真 宗本願 寺派 東京教 区神奈川 組／

浄土 真宗 本 願寺 派東京教 区鎌倉 組／神奈 川県美 容業 生活衛 生同業組 合／

生活 協同 組 合ユ ーコ ープ ／㈱横 浜調剤薬 局／㈱ 横浜 菊名薬 局／

㈱東 戸塚 調 剤薬 局／横浜 北生活 ク ラ ブ生 活協同 組合 ／

横浜 みな み 生活 ク ラ ブ生 活協同 組合／か わさ き 生活 ク ラ ブ 生活協同 組合／

湘南 生活 ク ラブ 生活協同 組合／ さ がみ生 活ク ラ ブ生 活協同 組合／

生活 協同 組 合う ら がCO -O P／ 全日本 海員生活 協同組合 ／

㈱村 内外 車 セン タ ー／神 奈川県 遊技場協 同組合 ／

AIRオー ト ク ラ ブ 神奈 川 ブロ ッ ク ／㈱ 関東マ ツ ダ／㈱ ホン ザ ン 　 等

発行日に修正

板

板

（ソフトバンク・ワイモバイルは80件）

つながり

更新時の最新のデータに更新

資料４－２

https://www.web171.jp


災害時の避難情報・ 避難所の開設情報などをリアル

タイム表示。

h t tp s : // p o rt a l .k i k i k a n r i.c i ty . k a w a s a k i . j p /

正確な情報を入手する

川崎市防災ポータルサイト

ラジオ「 かわさき FM（ 7 9 .1 M H z）」
周波数は FM7 9 .1 M Hz

▶ 車いすの利用者には…▶ 車いすの利用者には…

川崎市　緊急災害情報

tvk（ テレビ 神奈川３ch）
データ配信で防災気象情報を
配信します。

車いすの構造を確認し、本人に
介 助方 法を聞 いて手助けしま

しょう 。 移動中に声をかけるこ
とも大切です。

▶ 杖をついている方には…▶ 杖をついている方には…

ゆっく りと 同じペースで歩き 、段差の少ない道
を 案内しましょう 。

▶ 聴覚障害のある方には…▶ 聴覚障害のある方には…

前を向いてゆっくりと話しかけ、 固有名詞など
はメモや携帯電話も活用しましょ う 。

▶ 日本語の分からない方には…▶ 日本語の分からない方には…

川崎市防災啓発広報誌
「 　 　 　 　 　 　 　  」多言語版

を 作成していますので、ご利用

ください。

「 サイマルラジオ」でネット 回線でも
聴けます。

https://w w w. simul rad io. info/

テレビのデータ放送

 Ｘ でも緊急情報を配信します。

（ Ｘ アカウント  @ kaw asak i_ bousa i）

Ｓ Ｎ Ｓ（ Ｘ ）

令和 6年 3月末時 点

“ Dis as ter  Pr epa re
d ne ss  in K aw as aki” 

i s a vail ab le i n E ngl ish,
 Ch ine se , Ko re an,  P

o rtu gue se ,

S pa nis h, T ag alo g, a
nd  ea sy Ja pan ese.

川
崎市が 外国の 人の た め

に  作っ た 防災の 本が あ
りま す。 区役所で  もら う

こと が でき ま す。

英語、 中国語、 韓国・ 朝鮮
語、ポ ルト ガ ル語、ス ペ

イン 語、タ ガロ グ 語、 や
さ し い日本語 で  書い て 

あ り ます。

かわさきしえいごちゅうごくごかんこくちょうせんご にほんごかぽ  る  と  が  る  ごす ぺ い ん ごた が ろ ぐ ごがいこくひとつくほんぼうさいくやくしょ毎
月1 5日は市民地

震防災デー

川崎市ホ ームペ ージ で も ご 覧いた だ け
ま す

トイレを利用したいとき 一時滞在施設利用時の注意点

● 余震その 他の影 響に よ り 、 建物が危 険であ る と 判断 され た 場合

には、 告知なく 施設 を 閉鎖 する 可能 性 があ り ます。

● 災害発生 時での 施設 開放の ため、 利 用に伴 う ケガや 施設 の 破損

等の損 害は自己 責任 と なり ます 。

● 施設を 利用する 場合 は 、 施 設係員の 指 示に 従いまし ょ う 。

● 備蓄品 の配布の 際に は 利用 者同士で 協 力し まし ょ う 。

※ 一 時滞 在 施設で は施 設 側の 職 員・ 従 業員だ けでの 帰 宅困 難 者対
応は 困難です。 施設 内にい る方で 協力 して混乱 を 抑制する必 要 があ

り ますので、 以上 の点を あら かじ めご理 解の上、 ご 利用く ださ い。

自力で避難することが困難な方への

支援方法の例

利用対象者（ 帰宅困難者）

個人で備える事前の準備

災 害時 に外出 し てい る 者のう ち 、近 距 離徒 歩 帰 宅 者

（ 近距 離を 徒歩 で帰宅 する人 ）を 除いた帰宅 断 念者（ 自
宅 が遠 距 離にある こと 等により 帰 宅でき ない 人）と遠距

離 徒歩帰 宅者（ 遠 距離を 徒歩で 帰宅する 人）

● 外出 時 には 、 飲料 水 や食 料 、 携帯 電 話の モバ イ ル
バッテリーなどを常 に携 帯するよう にしましょ う 。

● 職場 では、 最低 でも３ 日間はその場 に留まる こ とが で
きる よ う に、 食 料や飲 料水 な どの 備 蓄を し ておき ま

しょ う 。

● 家族 の安否確 認などを 事前に決めておきましょ う 。

帰宅困難者一時滞在施設マップ ［ 川崎駅版］

公衆ト イレ（ 東口・西 口 駅前 広 場、東 田公

園、 稲 毛公 園 、 さい わい緑 道 ）のほ か、
近く の 駅や一 時 滞在 施 設、 災 害時 帰 宅

支援 ステーショ ン等 の施設でも 利用 が可
能です。

※施 設 被 害 に より 、

利用 で きな い 場 合 も

あり ます。

川崎地下街アゼリ ア

川崎商工 会議 所（ 川 崎フ ロ ン テ ィ ア ビ ル）

8

11

10

12川崎
競 輪場

市立幸高校

50m

200m

150m

京急川崎駅前ビル 川崎区砂子 1 ‒3 ‒1 280 m

500 m

900 m

10

カ ルッ ツ かわさき 川崎区富士見 1‒1 ‒4 1.2 km11

川崎競輪場 川崎区富士見 2‒1 ‒6 1.2 km12

スペルノ ーヴァカ ワサキ 幸区大宮町 1 ‒1 3 300 m13

13
スペルノ ーヴァ
カワサキ

最新の一時滞在
施設一覧

JR 川崎駅から の距離

発行日に修正

帰宅困難者一時滞在施設及び

多言語版の案内を追記

市役所前東

※　施設被害により、携帯トイレでの利用となる場合、
　　または利用できない場合があります

追加施設　⑭アパホテル〈TKP京急川崎駅前〉⑮Arena CITTA

※　Wi-F i利用の案内を追記

https://portal.kikikanri.city.kawasaki.jp/
https://www.simulradio.info/

